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有機工業化学分野
• 反応有機化学研究室
• 有機元素化学研究室
• 有機合成化学研究室
• 有機変換化学研究室

化学工学分野
･化学ｼｽﾃﾑ工学研究室
• 材料化学工学研究室
• 化学反応工学研究室

機能材料化学分野
• 電子材料化学研究室
• 先端材料化学研究室
• 界面電子化学研究室

無機材料化学講座
• 構造無機化学研究室
• 固体反応化学研究室
• 無機合成化学研究室

生物工学分野
• 応用生物化学研究室
• 細胞培養工学研究室
• 生物合成化学研究室

分子機能化学分野
• 生物計測化学研究室
• 高分子化学研究室
• 分子集積化学研究室

応用化学コースの構成

応用化学部門

協力講座
物質変換工学分野
・触媒科学研究所 触媒材料研究室
・エネルギー・マテリアル融合領域研究センター エネルギー変換システム設計研究室



教育組織と所属

工学部

(学生)

総合化学院

(学生)
工学院

(学生)

理学部

(学生)

講義
指導

理学院
(学生)理学

研究院
(教員)

工学研究院
(教員)

応用化学コース化学科
講義
指導

講義
指導

講義
指導

応用化学

部門



材料・化学系事務室

掲示板（1F廊下）

2F 講義室・
学生実験室



材料・化学棟 講義室配置図



応用化学コース 今後の流れ

２年
A, B ２クラスに分かれます
専門基礎講義，2学期から学生実験開始

３年
学生実験，専門講義が多い
研究室配属 ２月ごろ希望調査，複数希望，成績で優先権予定
卒論着手要件

応化実験I〜V全て習得（再履修は自動的に留年）
３年修了時までに未習得単位が著しく多いとNG

４年
卒業研究開始
大学院入試８月 修士：総合化学院
卒業要件単位数（応用理工系学科）
全学教育科目４６，専門科目８１，計１２７

祝・卒業！



令和３年度 学事予定表

北海道大学工学部HPより
（https://www.eng.hokudai.ac.jp/event/）



A クラス B クラスAクラス Bクラス



前のページの講義は、開講期が変更になっているものも含まれてい

ます。工学部HPと応用化学コースHP、ELMSで確認してください！

工学部HP： https://www.eng.hokudai.ac.jp
応用化学コースHP： http://appchem.enghokudai.jp/hp/

履修登録期間が４月５日（月）～１６日（金）となっています。

特にELMSを用いたオンライン型授業の実施にあたっては，授業初回の
前日までに履修登録を終えている必要があります。



カリキュラムマップ http://www.eng.hokudai.ac.jp/cmap/

工学部学生便覧 p52参照



工学部学生便覧 p56-57必修科目と選択科目の区分に注意

21



工学部学生便覧 p57



最近の変更点
・4ターム制の導入【春、夏、秋、冬】
・成績評価

・「特許と文章作成法」を選択科目に移行
・「化学英語」の設置（選択科目ですが受講を推奨します）
・インターンシップ

インターンシップ I（１単位，実働５〜14日）
インターンシップII（２単位，実働＞14日，主に海外）
（選択科目：学科共通）

受講希望者は、各自応募すること。
終了後にレポートをコース長に提出のこと。

・専門横断科目群の設置
・「工学特別講義」の設置

A+（4.3）, A（4.0）, A-（3.7）, B+（3.3）, B（3.0）, B-（2.7）, 
C+（2.3）, C（2.0）, D（1.0）, D-（0.7）, F（0.0）



他コース・他学科・他学部開講科目、国際交流科目及び専門
横断科目等の履修について

「コース別専門科目実行教育課程表」に記載されている科目以外に、他コース・他学
科・他学部開講科目、国際交流科目及び専門横断科目等を履修することができます。
ただし、全学教育科目、学部共通科目、自学科の学科共通科目（原則）及び自コース
にも開設されている授業科目はこの対象外となります。

※専門横断科目とは、2年次以上の学生が、より多様で幅広い教養を獲得すること、
学際的な教養を獲得すること、及び専門性を追求する上で必要とされる新たな知識
や手法を身につけることを目的として開講される科目群です

履修条件：自分の所属するコースの教育課程における授業科目の履修カリキュラム
の科目受講に支障がないこと。

受講手続：
①工学系事務部教務課①番窓口（学部担当）で，他学部・他学科（他コース）等科
目履修申請書を受け取る。

②受講しようとする科目の授業担当教員の事前了解（許可印）を得て，工学系事務
部教務課①番窓口（学部担当）へ提出すること。

③卒業要件単位に算入を希望する場合は，所属コース長の承認（印）を得た上で提
出すること。（自由選択科目とする場合は，この限りではない。）

単位認定：卒業or自由 単位上限：4 (学科共通選択科目に参入) 学生便覧 p26-27



学部共通科目「工学特別講義」の履修について

学部共通科目「工学特別講義」は2年次から4年次までの間の不定期で開講さ
れ、講義題目ごとに授業実施期間が設定されます。
なお，年度によっては開講されない場合もあります。また，講義題目が異なるも
のであれば複数履修できます。

履修手続：
①工学系事務部教務課①番窓口（学部担当）で，他学部・他学科（他コース）
等科目履修申請書を受け取る

②履修しようとする科目の授業担当教員の事前了解を得て，工学系事務部
教務課①番窓口（学部担当）へ提出すること。

③卒業要件単位に算入を希望する場合は，所属コース長の承認（印）を得た
上で提出すること。（自由選択科目とする場合は，この限りではない。）

単位認定：卒業or自由
単位上限：他コース・他学科・他学部開講科目及び国際交流科目，専門横断科

目，「工学特別講義」について，計4単位までコース長の承認を得た
上で卒業要件単位に算入することができる。（学部共通科目として
算入する。）

工学部学生便覧 p27-28



応用化学コースにおけるガイドライン
I.成績評価の基準
1.成績評価にあたっては、学部学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に
掲げる「本学科の養成する人材像に求められる具体的な能力（学位
授与水準）」を踏まえ、授業科目ごとに「到達目標」を設定し、履修者
の「学修成果の質」（達成度）に応じて行うこととする。

2. 履修者数 が20 人を超えるクラスにおいては、成績評価「Ａ+」の割
合が5％以内、「Ａ」以上の割合が50%を超えることがないような「到
達目標」を設定する。

3. 授業を実習・演習で行う科目においては、「合・否」、または、「A」、
「B+」、「B-」、「C」、「D」、「F」の6 段階評価で成績評価を行うことが
できることとする。

4. 同一科目を複数教員が開講する等、公平性の担保が必要な科目
の場合
授業科目ごとに適切な到達目標が設定されており、当該「到達目
標」に基づく成績評価の結果を学期ごとに授業担当責任者が検証し、
必要に応じて担当教員に「到達目標」の再検討を依頼する。



応用化学コースにおけるガイドライン

II.成績評価の方法

1.成績評価は、試験結果、レポート評価、
成果発表（プレゼンテーション）、 学修態度等により行う 。

2.授業への出欠状況を単に点数化し評価に用いることはできない 。

3.具体的な評価方法は、授業担当教員が定める。

成績評価
A+（4.3）, A（4.0）, A-（3.7）, B+（3.3）, B（3.0）, B-（2.7）, 
C+（2.3）, C（2.0）, D（1.0）, D-（0.7）, F（0.0）

卒業要件 GPA ≧ 2



研究室への配属条件

1．応用化学実験(I〜V)すべてを単位取得

2．卒業論文研究を除き、卒業に必要な単位

のうち、未修得科目が全学教育と専門科

目をあわせて８科目以下であること。



卒業に必要な単位数

1．全学教育科目 ： 46単位以上

2．専門科目 ： 81単位以上

(必修科目+選択科目）

合計 127単位以上



成績に関して

♦研究室への配属(4年生)

♦大学院入試（筆答免除）

（大学院における奨学金）

♦各奨学賞

工学部長賞 （工学部）

北鐘賞 （応用化学コース）



全学教育科目履修上の注意
・一般教育演習

・総合科目

・主題別科目

1.思索と言語

2.歴史の視座

3.芸術と文学

4.社会の認識

5.科学・技術の世界（講義A，B，．．）

主題別科目5科目から３科目以
上６単位以上を修得すること。

例：１＋２＋５Ａ

3科目6単位 → ○

例：５Ａ＋５Ｂ＋５Ｃ

1科目6単位 → ×

・詳細な修得要件については，全学教育科目実行教育課程表を確認すること
・「自由設計科目」に注意：自由設計科目は卒業要件に算入されない。変更で
きる期間が限定されているので、変更する場合は期間内に変更すること。



1年生の時にもらった全学教育の冊子を参照のこと。
例年5人程度、単位が不足する学生がいる！振替不可能な場合は卒業でき
ない！



不正行為についての注意

工学部学生便覧
p180-183







https://nandemo-next.eng.hokudai.ac.jp/



・応用理工系学科2年生 必修科目「技術者倫理と安全」

オンデマンド講義実施期間：7月1日～7月30日
【内訳】
視聴期間：7月1日（木）～7月21日（水）
Web問題解答期間：7月26日（月）13:00～7月30日（金）

集中講義
「技術者倫理と安全」開講の通知

中坂 佑太 准教授
応用化学部門・化学システム工学研究室（材料化学棟3階305）
E-mail:  nakasaka@eng.hokudai.ac.jp



連絡事項

・ 履修登録期間は４月５日（月）～１６日（金）

・ 春タームに週2回開講する科目については、
すでに前半の授業が終了することから、学
期の始めに履修する科目を決めて受講す
るようにして下さい。

・ ロッカーの鍵の受取（後期） 後期開始時
に掲示板で通知



http://www.hokusho.org/

応用化学コース 工学部化学系東京同窓会「北鐘」



成績優秀者に「北鐘賞」

北鐘杯ソフトボール大会

応用化学コース 工学部化学系東京同窓会「北鐘」


